
東保育所 人権擁護のためのセルフチェックリストの実施結果（令和６年度６月実施）                   

全国保育士会が作成した「保育所・認定こども園における人権擁護のためのセルフチェックリスト 

～「子どもを尊重する保育」のために～」を使用しました。 

 

全設問に対して97.6％が望ましい対応をしていることが分かりました。2.4％の望ましくない対応は 

主に次の３項目に見られました。 

 

 

 

上記の項目につきましては、他の子の対応などが重なった時に「今〇〇だから待っててね。」と伝える状

況があります。「〇〇が終わったら聞くね。」と年齢に合わせて具体的に伝えると共に、子どもの話を聞く

姿勢が大切であることを職員間で確認しました。 

 

 

 

 

上記の項目につきましては、命令するような口調や否定的な言葉かけではなく、「〇〇したら〇○しよう

ね」と次への期待が持てるような言葉で伝えることを改めて職員間で話し合いました。また、地震発生時

や園外活動、プールなど危険を伴う場面では端的に伝える必要があるので、明確な表現で伝えると共に

日頃から職員が子どもを守りながら子ども自身の危険回避の力を育てることの大切さを確認しました。 

 

 

 

上記の項目につきましては、クラス全体が休息をする環境を整えるためにそばにつくことがあります。

午睡時間は眠ることが目的ではなく、身体を休めることが大切であるということを職員間で話し合い共

通理解を図りました。 

子どもが保育士に話しかけた際、「いま忙しいから後にして」と言う。 

集団行動をするための言葉がけをした際、言葉がけを聞かない子どもに「○○しないなら○○できな 

いからね」と言葉をかける。 

寝かしつける際に、いつも同じ子のそばにばかりつく。 


